
江南市戦略計画策定の体制と市民会議の役割について 

 

１．江南市戦略計画策定の体制について 

  「資料１」のとおり 
 
 
 
２．市民会議の役割について  

（１）市民会議の位置付け 
①設置の目的 

     江南市戦略計画では、市民の皆さまとともに江南市の将来像を描き、

ともにその実現に向けて力を結集できるような地域社会を構築するこ

とをめざしています。 
     そこで、計画策定の過程においても、市民意向調査、パブリックコ

メントや住民説明会を実施し、広く市民の皆さまのニーズや意向を取

り入れる工夫を行います。 
     その一環として、このたび、市民の皆さまとの協働により、市の将

来像や目標を検討していくために、市民会議を設置いたします。 
 

②位置付け 
     「江南市戦略計画」の基本構想および基本計画のたたき台の分析や

情報の整理については、庁内組織である策定会議・策定部会において

実施いたしますが、最終的な基本構想および基本計画の素案について

は、市の「将来像」や「目標」を市民と共有するという観点から、公

募市民、各種団体代表等（市民代表の委員）と策定部会の委員（市職

員の委員）との協働により検討・取りまとめをしていただくための会

議として、位置づけています。 
   
（２）検討内容 
 ○基本構想案  
   基本計画の策定に関わる公募市民、各種団体代表等および策定部会の部

会長・副部会長に市民協働研究会の代表者を加えた市民会議（全体会議）

で、将来像、市民と市役所の役割、地域経営のあり方および行政経営のあ

り方を市民の視点から議論を行います。 
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 ○基本計画案  
   公募市民、各種団体代表等および策定部会の代表メンバーからなる市民 

会議（分野別会議）で、分野の展望や成果目標（指標・目標値）等に関す 
る議論を行います。 
【分野】 

z 安心安全、環境、産業、消防分野 
z 健康、福祉分野 
z 都市生活基盤分野 
z 教育分野 
z 経営、企画分野 

 
 
◎市民協働研究会の役割 

 江南市戦略計画が市の「将来像」や「目標」を市民と共有するための『地域

経営の指針』と位置づけられることから、公募市民等と公募職員（市役所）と

の協働により以下の検討・取りまとめを行います。 
 ①協働の視点からの地域経営のあり方・基本原則 
    →江南市戦略計画の「協働の原則」へ反映します。 
 ②協働の原則（ルール）の具体化 
    →今後、江南市という地域の地域経営を行っていくうえでの基本的な

考えと具体的な方策となります。 
 
 
※「資料 2」参照 
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(3)全体のスケジュールについて
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　　　　　　　　　　　　　　　２５名
　　Ａ　市議会議員　　　　　　５名
　　Ｂ　学識経験を有する者　　６名
　　Ｃ　市民（在勤者、在学者）５名
　　Ｄ　各種団体代表者　　　　９名
 ※Ｃは、市民会議（分野別会議）の会長

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７名
 Ｅ　公募市民、各種団体代表者等　※Ｈ、Ｉ兼務
　　（各分野の正副会長）　 ２名×５分野＝１０名
 Ｆ　市民協働研究会の代表者　※Ｋ、Ｌ兼務　２名
 Ｇ　職員（策定部会の部会長）※Ｊ兼務　　　５名

　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　各分野１０名
 Ｈ　公募市民　　　　　　４名×５分野
 Ｉ　各種団体代表者等　　４名×５分野
 Ｊ　職員（策定部会の正副部会長）　　　計５０名
 　　　　　　　　　　　　２名×５分野
　(１分野) (２分野) (３分野) (４分野) (５分野)

　
　　　　　　　２３名
 Ｋ　有識者　　　１名
 Ｌ　公募市民　１０名
 Ｍ　職員　　　１２名
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